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「各種委員会」「第14次日中友好訪問代表団」メンバー決まる
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大への取り組みなど会館事業の運営について確
認した。
　また、蘇州市総工会からの招聘により派遣す
ることを決定していた第 14 次日中友好訪問代
表団については、天満信夫理事ら５名を派遣す
ることを決定し、日中友好交流を更に深めるこ
ととした。なお、この代表団は８月 17 日（月）
に小松空港を出発し、友誼団体の蘇州市総工会
のある蘇州市を訪問するほか、南京市にある江
蘇省総工会などの訪問が予定されている。
　また、報告事項では、各事業団体及び地域ラ
イフ・サポートセンターの総会開催状況、「子
育て支援事業」の会員登録・補助金支払状況や
先に開催した婚活支援事業の取り組み状況、「福
祉なんでも相談窓口」「ジョブいしかわ」の相談
受付状況に続き、中央労福協の全国研究集会に
おける研修概要、勤労者互助会総代会及び中部
ブロック会館協議会定期総会について、それぞ
れ了承した。
　また、各会員団体及びフレンドパーク石川の
状況報告があり、各々の団体の現況を相互に確
認し情報の共有を図った。

＜労福協人事委員会＞
委員長　狩山　久弥　労福協理事長、連合石川会長
委　員　柚木　　光　労福協副理事長、北陸労金県本部長
委　員　中村　栄一　労福協副理事長、全労済県本部長
委　員　西田　満明　労福協理事、連合石川事務局長
委　員　天満　信夫　労福協監事、連合石川副会長
委　員　中川　　博　労福協理事、連合石川副会長
委　員　浅野　　正　労福協専務理事
＜福祉基金管理委員会＞
委員長　狩山　久弥　労福協理事長、連合石川会長
委　員　坪口　創太　石川県商工労働部労働企画課長
委　員　廣田康太郎　金沢市経済局労働政策課長
委　員　柚木　　光　労福協副理事長、北陸労金県本部長
委　員　中村　栄一　労福協副理事長、全労済県本部長

委　員　宮下　　亮　労福協理事、石川労信協理事長
委　員　横山　和男　労福協理事、石川生協連会長理事
委　員　西田　満明　労福協理事、連合石川事務局長
委　員　浅野　　正　労福協専務理事
事務局　上野　貞彦　労福協事務局長
<事業団体連絡会議＞
委　員　鈴木　隆史　労福協理事、北陸労金副県本部長
委　員　鈴木　正美　労福協理事、全労済専務執行役員
委　員　久冨　象二　労信協専務理事
委　員　青海万里子　石川生協連専務理事
委　員　中野　俊一　勤体協事務局長
委　員　宅本　門示　労福協理事、さわやか U 事務局長
委　員　浅野　　正　労福協専務理事、勤文協副会長
事務局　上野　貞彦　労福協事務局長

各委員会の構成

　労福協は、７月 13 日（月）フレンドパーク石
川において第４回理事会を理事監事 14 名の出
席で開催した。
　狩山久弥理事長が「第 54 回通常総会により、
役員構成も多少変更し、新たな体制での実質初
めての会議となるが、本年度の取り組みにかか
る課題について協議・決定していただき、活動
の展開へと繋いでいきたく協力を願う。」と挨拶
した後、新しく理事となった方の新任挨拶を経
て議事に入った。
　本年度の各種団体役員の就任、各種委員の選
任を確認し、奨学金問題に関するアンケート調
査の取り組みなどについて決定したほか、フレ
ンドパーク石川が運営する月極駐車場の利用拡

第4回理事会
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（７月 25 日現在）
開催日 曜日 　　　　行　　事 　　会　　場

7月25日 土 食みどり水 NW 海洋資源学習会 羽咋市柴垣・千里浜海岸
29日 水 労信協 第３回理事会 フレンドパーク石川
30日 木 全労済石川 第 6 回代表者会議、石川共済生協第 60 回通常総代会 労済会館

8月  4日 火 食みどり水 NW 幹事会 金沢市
5日 水 中部労福協 第３回理念・歴史・リーダー養成研修会（～６日） 富山市

11日 火 労福協 第１回事業団体連絡会議 フレンドパーク石川
17日 月 　〃　 第 14 次日中友好訪問代表団（～ 22 日） 中国・蘇州市他
18日 火 中部労福協 北陸ブロック幹事会（～ 19 日） 砺波市
20日 木 　　〃　　 第２回幹事会（～ 21 日） 滋賀県

9月  2日 水 労福協 第 5 回理事会 フレンドパーク石川
8日 火 中央労福協 奨学金問題に関する相談員養成研修 東京会場 東京都

  9日 水 　　〃　　　　　　　　　　〃　　　　　　　  大阪会場 大阪市
10日 木 中部会館協 第１回幹事会 滋賀県

　　　　  〃 〃 全国会館協 2015 年度定期総会（～ 11 日） 　 〃
17日 〃 中央労福協 地方労福協会議（～ 18 日） 東京都
26日 土 金沢 LSC ろうきんフェスタ 2015 県産業展示館

これからの行事予定

福祉グラウンド・ゴルフ中央大会実行委員会開催 フレンドパーク石川防火避難訓練
　石川労福協とライ
フ・サポートセンター
は、７月 24 日（金）フ
レンドパーク石川に
おいて「第 13 回福祉グ
ランド・ゴルフ中央大会実行委員会」を開催した。
　金沢市グラウンド・ゴルフ協会、県障害者スポー
ツ協会など関係団体から８名が出席し、大会の
開催日程や開催要項を協議決定した。
　今年の大会は、10 月８日（木）午前９時（受付
は８時 30 分から）に、金沢市大和町の「金沢市民
芸術村　大和町広場」において、270 名の選手を
擁して開催することのほか大会運営について確
認し、実施に向けた具体的な取組みを決定した。

労福協・LSC　事務局次長　太田　敏信

　石川県勤労者福祉文化会館（フレンドパーク石
川）は、６月 23 日（火）に金沢駅西消防署員の立
会い監修のもと、防火避難訓練を実施した。
　今回も会館に入居する各テナントの皆さんの
協力で行われ、２階喫煙ルームからの出火を想
定して、非常ベルの通報、出火もとの確認、消
防署への通報と全員退避の館内放送で、一斉に
非難すると共に、各フロアの退避確認、防火扉
の閉鎖、消火器による初期消火の訓練も行い、「全
員避難」の放送から 10 分後には全員退避を完了
した。
　その後、金沢駅西消防署員の指導で、水消火
器を使った消火器操作訓練、屋内消火栓を使っ
た放水訓練を実施した。
　最後に「毎回、同じ訓練動作であるが、繰り返
すことで動作を身体に染み込ませ、万一に備え
て欲しい。」と消防署員の講評を受けて訓練を終
了した。暑い中、ご苦労様でした。

第13回福祉グラウンド・ゴルフ中央大会（概要）
主　　　催：労福協、ライフ・サポートセンター
共　　　催：石川県障害者スポーツ協会
協　　　賛：北陸労働金庫石川県本部、全労済石川県本部
後　　　援：金沢市グラウンド・ゴルフ協会、北國新聞社
日　　　時：2015 年 10 月８日（木）
　　　　　　午前８時 30 分受付開始（少雨決行）
会　　　場：金沢市大和町「金沢市民芸術村　『大和町広場』」
参加エントリー：2015 年９月 24 日（木）午後５時　締切
エントリー対象者：地域ライフ・サポートセンターが主催する地域予

選会等により地域毎に選抜された方（県内全地
域で計 240 名、地域単位でのエントリーとな
ります）及び石川県障害者スポーツ協会の選抜
選手（30 名）

参　加　費：500 円 / 人
当日の予定：受　　付　午前８時 30 分から
　　　　　　開 会 式　午前９時頃
　　　　　　競技開始　午前９時 20 分頃
　　　　　　閉 会 式　午後１時 30 分頃
連　絡　先：労福協ライフ・サポートセンター　電話（076）234－0010
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の増加や、長期で高額な返済が重
く、若者の生活に大きな影響を与
えている実態を把握し、問題点の
分析を行い、制度の改善など今後
の政策要求に結び付けていくため
のものである。また、『2015 生活底
上げ・福祉強化キャンペーン』を連
合の『STOP THE 格差社会！暮ら
しの底上げ実現』キャンペーンと連
携して本年 10 月～ 11 月に実施し、
社会的に広がりのある運動を行う
こととし、具体的には、奨学金問

題をはじめとする社会的課題を喚起し、政策制
度要求や労済・労金の利用促進などに取り組む
ものである。」と説明して、取り組みへのご協力
を願いでた。
　石川労福協も、これらの取り組みについて検
討していく。

労福協　専務理事　浅野　正

2015 年度事業団体・地方労福協会議

　中央労福協は、７月１日（水）から２日（木）ま
で東京都内ホテルで「2015 年度事業団体・地方
労福協会議」を開催した。この会議は、中央労
福協加盟事業団体（労金・労済等）の事業状況報
告と今後の重点課題を説明し、また中央労福協
が昨年度の課題にかかる活動報告と今後の取り
組みについて具体的な説明を行い、事業団体と
中央・地方労福協のこれからの運動に向けた意
思一致を図るためのもの。
　はじめに、中央労福協山本幸司副会長が、「戦
後 70 年の節目を迎えた今年の８月 15 日は重大
な日本の進路の決断の日となる。また、３世帯
に１世帯が預貯金ゼロの実態や奨学金を利用し
た大学生が社会人となったと同時に数百万円の
借金を背負い、その返済に喘いでいるというこ
の社会は制度的に疲弊している。安心できる社
会づくりの取り組みが急務である。」と挨拶を述
べた。
　その後、中央労福協大塚敏夫事務局長が昨年
度の課題に対する活動結果と総括の報告に続
き、地域５ブロックの労福協からこれまでの活
動状況が報告された。さらに、今後の取り組み
として①奨学金問題に関するアンケート調査の
実施と、② 2015 年度生活底上げ・福祉強化キャ
ンペーンの取り組みなどの課題を説明した。
　奨学金問題に関するアンケート調査は、「大
学生の２人に１人が、学費の高騰、世帯収入の
減少から何らかの奨学金を利用している。返済
は卒業後の６ヵ月後から始まり、現在の厳しい
雇用状況にあっては『返したくても返せない』人

詳しくは、お問い合わせ下さい。

構造：鉄骨鉄筋造７階建て
　　　７階建て建物の４階フロアの一画
広さ：（壁芯）51.10㎡（約15.4坪）
床　：OAフロア、カーペットタイル仕上げ
設備：ミニキッチンあり
家賃：151,000円（税込）

所在地：金沢市西念３丁目３番５号
石川県勤労者福祉文化会館（フレンドパーク石川）

フレンドパーク石川

入居者
募集
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北陸労働金庫第14回通常総会

　６月 25 日（木）石川県立音楽堂において、北陸労
働金庫第 14 回通常総会が代議員 247 名出席のもと
開催された。
　中西吉明石川県副知事、山岸克司連合福井会長
からの祝辞のあと、富山県・石川県の連合会長、
北陸三県の労福協代表が来賓として紹介された。
　上田弘志理事長は、「2014 年度は、事業戦略の
基本として『ガバナンスを重視した経営管理』と『価
値づくり活動』による金庫改革を据えると共に、収
益基盤の確立、連帯と協働の深化等を掲げ、取り
組みを進めてきました。『価値づくり活動』では、
商品・サービスの見直しや改善に取り組みました。

　また、収益基盤の確立については、会員・推進
機構と協働して、労金利用の拡大に取り組みまし
た。連帯と協働の深化では、労働者福祉団体等を
はじめ、会員・推進機構、退職者組織等と共に、『ろ
うきん運動』の継承と発展に努めました。
　2015 年度は、労働金庫の強みである会員との
ネットワークを一層強化し、2014 年度に取り組ん
だ『暮らしを守る強化期間』の運動を継続発展させ、

『暮らしステップアップ運動』として取り組みます。
今後も『生活総合福祉金融機関』として、安心、健
全、貢献をモットーに、皆様に喜ばれる良質な金
融サービスの提供ができるよう、努めていきます
ので、より一層のご支援とご協力を賜りますよう、
心よりお願い申し上げます。」と挨拶があった。
　続いて、2014 年度の当期純利益が９億 64 百万
円となった業務報告があり、議案では、年４％を
配当とする剰余金処分案、2015 年度計画による、
預金増加目標額 90 億円と融資新規実行額目標 480
億円の重点取組み施策、役員選任の件等が提案さ
れ全ての議案が承認された。
　最後に、「会員・推進機構、退職者組織等と一体
となった“ろうきん運動”を前進させよう」等の総会
スローガンが採択され閉会した。
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メーデー協賛「第 47回写真サロン展」が開幕

招待奨励賞
「寒日」

宮西　清紀（七尾市）

能美市長賞
「潮騒」

林　与一（金沢市）

白山市長賞
「谷間のかがやき」
星名　哲（かほく市）

輪島市長賞
「化身」

山下　静子（金沢市）

第86回メーデー賞
「団結ガンバロー」
山下　剛司（金沢市）

七尾市長賞
「雪煙り」

山元　時子（七尾市）

金沢市長賞
「窓（グラナダにて）」
眞木　克子（金沢市）

加賀市長賞
「小踊り」

浅森　久雄（金沢市）

勤労者文化協会長賞
「成長を見つめる母」
井戸　冏治（金沢市）

北國新聞社長賞
「いざ出番」

岡本　幸男（金沢市）

小松市長賞
「ケイカイ中」
橋本　昭（金沢市）

　勤文協（石川県勤労者文化協会）は、第 86 回
石川県統一メーデー協賛の「第 47 回勤労者写真
サロン展」を５月 23 日（土）輪島市文化会館での
展示を皮切りに、加賀展、白山展、小松展、七
尾展と県内を巡回し、金沢市広坂の「しいのき
迎賓館」での展示会を最後に６月 28 日（日）に全
日程を終えた。
　今回は、41 点の力作が出展され延べ 800 人余
りの来場者となった。また、金沢会場では、フロー
ラルアート３点が展示され会場に彩りを添えた。
　最終日には、勤文協会長賞などの表彰式・審
査員の合評も行われ、会場は多くの出品者や一
般鑑賞者が来場し大きな賑わいとなって今回の
幕を閉じた。
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「地域交流親子芋作り体験」
　河北地域 LSC は、今年も６月６日（土）に地
域交流親子芋作り体験の芋植えを行った。
　今年は、作付け場所が「木津農園」と「秋浜農
園」の 2 ヶ所となったことから、はじめに七塚
生涯学習センターにおいて、苗配布、苗植付け
の注意事項などを説明・指導してからの作業と

なった。
　参加者それぞれ
が自分の芋苗を植
付 け、 そ の 後 に、
東日本大震災被災
者で未だ避難生活を余儀なくされている方に向
けたプレゼント用の芋苗の植付けも実施し、豊
作の秋を楽しみにした。

河北地域 LSC　吉川武久

≪ソフトボール小松大会≫
6月 28日 ･小松市念仏林グラウンド
　①居酒屋 新　②ＪＡ小松市ＧＯＬＤ
　③小梅ちゃん

≪ソフトボール七尾大会≫
7月 12日 ･七尾市二枚田グラウンド
　①中能登ブラックス　②志賀電サービス
　③ＮＳ前田一寸法師、野田エンジニヤリング

≪ソフトボール能登北部大会≫
７月 19日・輪島市営ソフトボール場
　①輪島崎　②輪島壮年クラブ　③誠友会

≪バスケットボール大会第１日≫
7月 19日・白山市若宮公園体育館
　①ＲｅｄＣａｍｅｌｌｉａ　②ＣｈｏｐｐｅｒＺ
　③ｅｓｔｍｏｎｔａｇｎｅ

ひょっこりのとじま・2015能登島ロードレース
　7 月 5 日（日）七尾市能登島で「ひょっこりの
とじま・2015 能登島ロードレース大会」が、地
元をはじめとした多くのボランティアの協力に
より開催された。
　今年も天候に恵まれた大会には、33 都道府
県から最多となる1,883名の選手が参加し、ハー
フマラソン、10 ㎞のコースに分かれ、計 8 部
門でそれぞれ健脚を競った。

７月５日・七尾市能登島特設コース
　▷１部（10 キロ男子 18 ～ 49 歳）
　　①山吹昌寛（能美）32 分 38 秒
　　②原田歩（金沢）35 分７秒
　　③佐伯涼平（富山）36 分０秒
　▷２部（同女子 18 ～ 49 歳）
　　①坂口瑛（高岡）39 分８秒
　　②高田瑞穂（岐阜）46 分 11 秒
　　③浅田麻理子（埼玉）47 分 54 秒
　▷３部（同男子 50 歳以上）
　　①内田武史（大阪）36 分 54 秒
　　②木下孝浩（富山）37 分 43 秒
　　③高田福司（静岡）37 分 45 秒
　▷４部（同女子 50 歳以上）　
　　①吉田詩子（白山）44 分 41 秒

　　②前沢京子（富山）45 分 15 秒
　　③井床善絵（兵庫）46 分 22 秒
　▷５部（ハーフ男子 18 ～ 49 歳）
　　①和田瞬（白山）１時間 11 分 49 秒
　　②鈴木聖夫（愛知）１時間 11 分 53 秒
　　③上野大聖（金沢）１時間 14 分 27 秒
　▷６部（同女子 18 ～ 49 歳）
　　①佐々木英里（黒部）１時間 26 分 54 秒
　　②遠藤麻美（東京）１時間 30 分 23 秒
　　③東野由美子（大阪）１時間 33 分 49 秒
　▷７部（同男子 50 歳以上）　
　　①高田和義（東京）１時間 18 分７秒
　　②小島裕幸（福井）１時間 20 分 43 秒
　　③多間利一（珠洲）１時間 28 分 15 秒
　▷８部（同女子 50 歳以上）　
　　①古家雅恵（滋賀）１時間 27 分 42 秒
　　②吉川ひとみ（愛知）１時間 39 分 42 秒
　　③東郁子（富山）１時間 40 分 37 秒

河北地域 LSC
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第48回勤労者夏季大会


